
平
成
十
九
年
五
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

二

六

五

号

安
倍
首
相
の
「
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

265



安
倍
首
相
の
「
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
首
相
は
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
に
「
当
初
、
定
義
さ
れ
て
い
た
強
制
性
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
は

な
か
っ
た
の
は
事
実
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
発
言
。
さ
ら
に
三
月
五
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
「
官
憲
が
家
に
押
し
入
っ

て
人
さ
ら
い
の
ご
と
く
連
れ
て
行
く
と
い
う
強
制
性
は
な
か
っ
た
」
と
発
言
し
た
。

ま
た
、
辻
元
清
美
提
出
の
「
安
倍
首
相
の
『
慰
安
婦
』
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
し
、
政
府
は
二
〇
〇

七
年
三
月
一
六
日
、
「
同
日
（
一
九
九
三
年
八
月
四
日
）
の
調
査
結
果
の
発
表
ま
で
に
政
府
が
発
見
し
た
資
料
の
中
に
は
、
軍

や
官
憲
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
強
制
連
行
を
直
接
示
す
よ
う
な
記
述
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
た
。

《
答
弁
Ａ
》

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
安
倍
首
相
は
「
そ
の
と
き
に
そ
う
い
う
状
況

が
、
つ
ま
り
、
彼
女
た
ち
が
い
わ
ば
慰
安
婦
と
し
て
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ

れ
わ
れ
は
責
任
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
（
二
〇
〇
七
年
五
月
二
、
九
日
号
）
。

ま
た
安
倍
首
相
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
七
日
（
現
地
時
間
）
の
キ
ャ
ン
プ＝

デ
ー
ビ
ッ
ド
に
お
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領

と
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
後
記
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

一



Q
A

question
on

the
w
artim

e
com

fortw
om

en
issue.

M
r.Prim

e
M

inister,on
this

issue,did
you

explain
your

thoughts
to

PresidentB
ush,and

on
this

m
atter,did

you
talk

aboutfurther
factualinvestigations

on
the

m
atter,

and
any

intentto
apologize

on
the

issue?

PR
IM

E
M

IN
IST

E
R
A
B
E
:W

ell,in
m
y
m
eeting

w
ith

the
congressionalrepresentatives

yesterday,I
explained

m
y
thoughts,and

thatis
Ido

have
deep

‐hearted
sym

pathies
thatm

y
people

（
＊
）had

to
serve

as
com

fortw
om

en,

w
ere

placed
in

extrem
e
hardships,and

had
to

suffer
th

at
sacrifice;and

th
at

I,as
P
rim

e
M

inister
ofJapan,

expressed
m
y
apologizes,and

also
expressed

m
y
apologizes

for
the

factthatthey
w
ere

placed
in

thatsortof

circum
stance.

T
he��

th
century

w
as

a
century

that
hum

an
rights

w
ere

violated
in

m
any

parts
of

the
w
orld

.

So
w
e
have

to
m
ake

the��
st

century
a
century ‐‐

a
w
onderfulcentury

in
w
hich

no
hum

an
rights

are
violated.

A
nd

I,m
yself,and

Japan
w
ish

to
m
ake

significantcontributions
to

thatend.
A
nd

so
I
explained

these
thoughts

to
the

President.

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
後
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

P
R
E
SID

E
N
T

B
U
SH

:T
he

com
fortw

om
en

issue
is

a
regrettable

chapter
in

the
history

ofthe
w
orld,and

I

二



acceptthe
P
rim

e
M

inister’s
apology.

I
thoughtitw

as
very ‐‐

I
thoughthis

statem
ents ‐‐

K
ono’s

statem
ent,as

w
ellas

statem
ents

here
in

the
U
nited

States
w
ere

very
straightforw

ard
and

from
his

heart.
A
nd

I’m
looking

forw
ard

to
w
orking

w
ith

this
m
an

to
lead

our
nations

forw
ard.

A
nd

that’s
w
hatw

e
spenttim

e
discussing

today.

（
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
日
本
の
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
な
し
）

慰
安
婦
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
人
権
問
題
は
、
米
国
の
議
会
や
世
論
に
と
っ
て
、
今
後
の
日
米
関
係
を
大
き
く
左
右

し
か
ね
な
い
重
大
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
安
倍
首
相
が
四
月
三
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
に
電
話
で
「
自
分
の
真
意
や
発
言

が
正
し
く
報
道
さ
れ
て
い
な
い
」
と
伝
え
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
も
、
安
倍
首
相
の
発
言
が
正
し
く

翻
訳
さ
れ
、
正
し
く
米
国
側
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
の
は
、
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
米
国
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。従

っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

《
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
で
の
安
倍
首
相
の
発
言
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
の
い
う
「
わ
れ
わ
れ
」
と
は
、
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。

三



�

安
倍
首
相
の
い
う
「
わ
れ
わ
れ
」
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
責
任
が
あ
る
の
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

�

そ
の
責
任
に
対
し
、
安
倍
首
相
の
い
う
「
わ
れ
わ
れ
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

《
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
の
記
者
会
見
に
お
け
る
安
倍
首
相
の
発
言
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
は
、
こ
の
と
き
の
記
者
会
見
を
英
語
で
発
言
し
た
の
か
。
日
本
語
で
発
言
し
、
通
訳
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
該
当
箇
所
に
つ
い
て
日
本
語
の
原
文
を
示
さ
れ
た
い
。

�

安
倍
首
相
は
こ
の
と
き
、
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
謝
罪
を
表
明
し
た
の
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

安
倍
首
相
の
発
言
に
お
け
る
「m

y
people

」
と
は
誰
を
指
す
の
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
首
相
の
「
わ
れ
わ
れ
は
責
任
が
あ
る
」
「expressed

m
y
apologizes

」
と
い
う
発
言
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

政
府
は
、
三
月
一
六
日
付
答
弁
書
の
《
答
弁
Ａ
》
を
撤
回
す
る
意
志
は
あ
る
か
。

四

安
倍
首
相
の
「
わ
れ
わ
れ
は
責
任
が
あ
る
」
「expressed

m
y
apologizes

」
と
い
う
発
言
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

政
府
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
八
日
現
在
の
時
点
の
認
識
で
、
「
軍
や
官
憲
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
強
制
連
行
」
は
あ
っ
た
、
と

四



考
え
る
か
。
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

五

安
倍
首
相
の
「
わ
れ
わ
れ
は
責
任
が
あ
る
」
「expressed

m
y
apologizes

」
と
い
う
発
言
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

安
倍
首
相
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
八
日
現
在
の
時
点
の
認
識
で
、
「
官
憲
が
家
に
乗
り
込
ん
で
人
さ
ら
い
の
よ
う
に
連
れ

て
行
く
よ
う
な
強
制
性
は
」
あ
っ
た
、
と
考
え
る
か
。
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

六

安
倍
首
相
の
「
わ
れ
わ
れ
は
責
任
が
あ
る
」
「expressed

m
y
apologizes

」
と
い
う
発
言
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

安
倍
首
相
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
八
日
現
在
の
時
点
の
認
識
で
、
「
当
初
、
定
義
さ
れ
て
い
た
強
制
性
を
裏
付
け
る
も
の

は
」
あ
っ
た
、
と
考
え
る
か
。
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


